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【年頭のご挨拶】 

北海道出身の私が、縁あって館山に根をおろして 30 年になります。そのうち半分の１５年は、

高校教師のかたわら市民の一人として、アジア太平洋戦争に関わる戦跡群や里見氏城郭群

の文化財保存運動を続けてきました。ＮＰＯ法人を設立したここ５年は、歴史・文化を活かした

地域づくり事業を進めながら、保存と活用のための市民活動に取り組んできました。この間、赤

山地下壕は館山市によって一般公開・市指定史跡され、また稲村城跡は史跡としての保存が決まり、市道計画

は変更され、現在では国指定史跡に向けての調査検討作業がはじまっています。放置されていた負の遺産に磨

きをかけ付加価値をつけてきた取り組みは、「内閣官房長官賞」や「千葉県文化の日地域振興功労賞」としての

評価をいただきましたが、それはひとえに、次代の人びとにしっかりと文化遺産を伝えていきたいと願ってきた市民の

皆様方が地道な文化活動を続けてきたからであり、またＮＰＯ事業においても引き続き、温かいご支援ご協力をい

ただいてきた賜でした。この場をお借りして、長い間黙々と支えていただいた皆様方に深く感謝申し上げるとともに、

昨夏、末娘・綾子の急逝に際しても、温かい励ましをいただき、重ねて厚くお礼を申し上げたいと思っております。 

ところで統合失調症という病苦のなかで24 歳の命を閉じた綾子は、生前、「この病気への偏見をなくしたい」とい

う願いをこめて絵筆をとっていました。私自身もＮＰＯを立ち上げた際、「かにた婦人の村」の創設者である故深津

文雄牧師が語っていた「どんな人間も無用な存在はいない」という「底点志向」を理念にして地域づくりの原点を考

えてきました。昨今、ＮＰＯ代表という職責の重さを感じつつ力量不足に悩む日々を過ごす私ですが、亡き娘が

「私のような弱者や高齢者が生きやすい地域社会を目ざして、ＮＰＯ活動をがんばって！」と背中を押しているよう

に感じ、あらためて気持ちを奮い立たせているところです。 

そんな折、安房地域でも看護師不足に輪をかけて看護学校が閉校となる状況下にあって、医療危機が迫っ

ていると知りました。安心して暮らせる地域づくりのためには、市民自らが声をあげていかなければならない緊急的な

事態になっています。これまで文化財の保存と活用を通して、人びとが誇りや生きがいをもって暮らせる地域づくりを

進める一方で、将来的には「市民大学」構想を検討しながら、本年度は「元気なまちづくり市民講座」を立ち上げ、

医療・看護などの緊急的な課題も視野に入れて取り組んでいます。 

 今日の激動する国内外の情勢のなかで、教育・文化・医療・福祉分野などの地域課題は、財政面をはじめ困

難な状況があるなかで、私たちＮＰＯフォーラムでは、誰もが生涯現役で自分にできることを活かしながら、地域社

会で支え合って生きていくコミュニティの再生を目ざしているところです。今後とも、より一層のお力添えのほどをよろし

くお願い申し上げます。                                  （代表 愛沢 伸雄） 

■ 地域医療と看護学校問題を考える医師と看護師と市民の集い 
医師や看護師の不足による病床閉鎖が多いうえに、館山准看護学校と安房看護専門学校の閉校が決定し

ました。このままでは安房地域に看護師が供給されなくなり、医療・介護・福祉の分野で充実した体制がとれ

なくなってしまいます。支え合う健康なコミュニティを目ざし、私たち自身も暮らしの安心・安全を守る担い手と

して何ができるか、医療従事者とともに考える機会を設けます。ぜひお誘い合わせのうえ、ご参加ください。 

◎ １月１６日（金） １０：００／１８：００ 館山市コミュニティセンター 

■ 元気なまちづくり市民講座～持続可能な地域を目ざして～  

千葉県ＮＰＯ活動パワーアップ補助事業として開催中の８回連続講座の最終回。ＮＰＯフォーラムと館山市

保健推進協議会では、郷土料理のレシピ集『おらがごっつお』を共同製作しています。各家庭に伝わる安房

の食文化の知恵や健康な生き方と地域づくりについて、一緒に考えましょう。 

◎１月１６日（金） １３：３０～１６：３０ 講師：渡邊侑子（館山市健康課・管理栄養士） 

■ 里見紀行 その７～館山城下町編 主催 里見氏稲村城跡を保存する会/共催ＮＰＯフォーラム 

◎ １月２４日（土）  参加費 200 円（資料・保険代）・昼食各自 
１０：００～１２：００  講演「館山城下町の成立～館山城下の絵図を読む」  

講師：岡田晃司氏（市立博物館）  会場：館山地区公民館    

１３：００～１５：００  城下町フィールドワーク         集合：城山公園駐車場  



 

 

ＮＰＯ連絡懇談会 

毎月第一火曜日１８時～ 

小高記念館にて。 

ＮＰＯ活動は１人ひとりが 

夢を実現する場です。 

みんなで語り合いましょう。 

イオン幸せの黄色い 

レシート・キャンペーン 
毎月 11 日のイオン・デーに出る黄色のレシートを、

応援したい市民団体のボックスへ入れると、合計

の１％が還元されます。ぜひＮＰＯフォーラムへ！ 

■ 小高記念館の「知恵袋講座」      ＜参加費 200 円。楽しい茶話会です。＞ 

◎第 1８回 １月２７日（火） 13：30  
講師 ： 庄司 兼次郎さん  テーマ：「最後の海軍４等水兵であった私」 

14 歳で「鬼の館砲」と呼ばれた館山砲術学校の特別年少兵となった体験を振り返り、当時の

貴重な証言を伺います。 

◎第 1９回 ２月２４日（火） 13：30  
  講師 ： 島田 輝弥さん テーマ：「稲村城跡の保存運動と私」 

ＮＰＯ設立の母体となった「稲村城跡を保存する会」の事務局長として、1996 年より運動を支

え続けた立役者です。市民運動のご苦労と、昨年の療養生活から得た人生観を伺います。 

■ 東京湾要塞～三浦半島戦跡めぐり    主催：館山地区公民館／協力：ＮＰＯフォーラム 

1880～1932 年まで 50 年の歳月と国費を投入して構築された東京湾要塞。対岸・神奈川県の戦争遺跡を

学び、ＮＰＯガイド活動のステップアップを図りましょう。      定員：４０名、お申し込みはお早めに！ 

◎ ２月２０日（金） ８：００館山地区公民館～１７：００頃帰着予定  

参加費：3,000 円（交通費・保険料等）／申込先：公民館：0470-23-2482 河野 080-1064-1557 

■♪ウミホタル合唱団･安房♪       ＜見学や体験練習は無料です。＞ 

館山の戦跡保存と平和研修から生まれた合唱組曲 『ウミホタル～コスモブルーは平和の色』。 

【入会金】 1,000 円（新楽譜代･通信費を含む）  【団費（月額）】2,000 円  【指導者】栗原けい子先生 

♪1月 14日(水)19:00～20:30 コミセン音楽室   ♪1月 22 日(木)19:00～20:30 コミセン音楽室 

♪1月 30 日(金)19:00～20:30 コミセン音楽室   ♪2月 12 日(木)19:00～20:30 コミセン音楽室 

♪2月 18 日(水)19:00～20:30 コミセン音楽室   ♪2月 26 日(木)19:00～20:30 コミセン音楽室 

■ 市民活動フェスタ in ロックシティ館山   

南房総を中心に活動している 57 の市民団体が集い、活動

をＰＲしながら、多くの人びとと交流する機会です。殺陣師グ

ループ「魂刀流志伎会」の演武披露も乞うご期待！ 

 ◎ １月１７日（土） １０：００～１６：００ 
 

◆ ガイドツアーのスタッフ募集 … あなたもガイド活動に参加してみませんか？アシスタント大歓迎！  

１月３１日（土）10:00～15:00 生協労組ちば２７名（座学／館砲・砲台・震洋） 

１月３１日（土）10:45～15:15 雇用労千葉２７名（座学／基本） 

２月１日（日） 10:00～12:00 赤山無料ガイド 

２月１日（土）           共産党小岩後援会 15 名（座学／基本・かにた） 

２月１０日（火）13:00～15:00 松戸人権擁護委員会（座学／赤山） 

２月２１日（土）          ＡＡＬＡユースネット 6 名（座学／赤山・かにた） 

    ◇ＲＥＰＯＲＴ◇ 

去る 12 月 20 日（土）、館山病

院駐車場にて、ウガンダ支援バ

ザーを開催しました。ＮＰＯ会員

の片方義明さんから新古洋品在

庫、同・高野良裕さんより種子島

の安納芋、同・小沢義宣さんの

燻製卵、かにた婦人の村から陶

器類をはじめ、多くの皆さんのご

寄贈とご協力をいただきました。

売上 197,830＋寄付 81,553＝

279,383 円。現在、トラックの購入

と輸送が安価で済む方法を模

索・検討中です。引き続き皆様

のご支援をお願いいたします。 

◆ウガンダ安房南洋裁学校～緊急支援◆ 

（旧）千葉県立安房南高校では、今春の統廃合に至るまでの14年間にわた

り、生徒会主催のウガンダ支援バザーを続けてきました。先に閉科となった

家政科のミシンも送り、2001 年には安房南の名がついた職業訓練校が建設

されています。子どもたちは農場経営等によって学校運営費や生活費を生

み出していますが、かつて安房南高校から寄贈した２トントラックが故障し、困

っているそうです。あらたに中古トラックを調達するには120万円が必要なた

め、緊急支援の依頼がありました。地域の若者から始まった国際協力の火種

を消すことがないよう、お力添えのほどお願いします。支援活動当時、安房

南高校教員として生徒会顧問であった愛沢代表が、ウガンダＮＧＯとの窓口

として本プロジェクトを推進していますので、責任をもって送金いたします。 

●緊急募金● 

郵便振替 0026-1-97307 名義：ＮＰＯ法人安房文化遺産フォーラム 
※ 備考欄に【ウガンダ支援金】と必ずご記入ください。 

＊ 今年度通信費未納の方、および賛助会費を納入くださる方も、上記口座にご入金をお願いいたします。 


